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子どもの課題スクリーニングから支援・効果まで循環するシステム構築 

 

１ 研究の目的 

  学校において全数から気になる子どもを洗い出すスクリーニングから支援 

 の必要な子どもを確実に早期にキャッチし，支援につなぎ，効果まで確認で 

 きる循環システムをＡＩ技術を活用して開発する。 

【なぜスクリーニングを行うのか】 

【スクリーニングシート・スクリーニング会議の流れ】 
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•若手教員の増加，経験不足から課題のある子どもを見落としてしまいがち。

•チーム学校といわれるが，特に学級担任制の小学校においては，チーム体制ではなく，担任1人
による問題の抱え込みから、重篤なケースに発展してしまうリスクが少なくない。

•教員の多忙化，主観に基づく判断から、偏った見方をしてしまいがち。

就学前まで
は・・・

•乳児検診で全ての子どもたちのスクリーニングがなされ、支援につながる仕組みが存在するが，
学齢になると，その仕組みがなくなってしまう。（検診を受けなかった子どもたちがハイリスク
家庭としてピックアップされる）

対策

•スクリーニングシートをツールとして，スクリーニング会議を実施することで，支援の必要な子
どもの確実な早期のキャッチ，支援，効果まで確認できる場を校内に構築できる。

•このシステムにより，データと複数の教員による議論に基づき，教員は個人によらない対応が可
能となる。また無駄な動きを省き，教員の多忙さが改善できる。判断力や対応力をつけることが
できる。
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【研究のイメージ・柏市教育委員会と大阪府立大学との連携】 

 

 ※SSW＝スクールソーシャルワーカー 

 

２ 情報の提供方法 

 ・提供するスクリーニングシートの記述そのものから個人が特定できる学校 

  名，学年，組，氏名及び提供するスクリーニングシートのデータラベルと 

  記述の組み合わせから個人が特定できないようにするためにデータラベル 

  を削除した情報をＣＤ－Ｒにし，書留で郵送する。 

 ・データラベルについては直接大阪府立大学と共有しておく。 

 

３ 情報の管理体制について 

 ・研究成果を文部科学省へ報告するほか，学術的な公表をする場合はあるが， 

  本研究に参加する他市町村のデータも含めた集団として公表する為，学校・ 

  個人・地域が特定されることはない。 

 ・研究データの保存期間は，大阪府立大学人間社会システム科学研究科が定 

  める研究データの保存に関するガイドラインに従い，原則として当該研究 

  期間（５年間）終了後 10年とし，研究室のみで保管する。 

 ・ＣＤ－Ｒについては暗号化し，鍵のかかる部屋やキャビネットで保管する。 

 ・データ保存期間満了後のデータについては，社会通念上確実な方法による廃棄 

  することを文書にて約すものとする。 
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４ 対象者の範囲 

  研究初年度は，SSW配置済みの市内小学校３校程度（児童数約１，６００ 

 名）を想定している。研究期間（５年間）の中で，SSWの配置状況等及び学 

 校の実施意思などを踏まえ，最終的に概ね児童数５００名以下の１０校程度 

 で実施し，柏市教育委員会としても効果検証したいと考えている。 

 その上で，市全体に広げていく取り組みかどうかを決定していく。 

 

５ 現在研究に参加している自治体について 

  橋本市，大東市，門真市，能勢町 

 

６ その他 

 ・柏市教育委員会としては，スクリーニングシートを活用できること，それ 

  を用いたスクリーニング会議により，校内において学年や支援チーム体制 

  を構築できることが利点である。 

 ・必要に応じ，スクリーニング会議でファシリテーターを努めるＳＳＷに対 

  し，大阪府立大学からサポートを得られる。これは，ＳＳＷの資質向上に 

  つながる。 

 ・ＡＩでの分析については，全て大阪府立大学内で行われ，企業との提携は 

  ない。 

 ・ＡＩについては，概ね１年後から試行予定，２年目以降検証を行いながら， 

  年度ごとに更新された改訂版を作成していく予定である。 

 ・研究終了（２０２６年３月）以降は，必要に応じてスクリーニングシート 

  の活用を継続（新たに委託契約が必要），及びＡＩを利用（管理費は別途） 

  する。 

 ・委託契約（有償）を結んだ場合，柏市だけの分析（リスク要因など）を大 

  阪府立大学によって行われる。 
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